
No.

1 A

2 A

3 B

5 A

6 B

7 B

8 A

9

保
護
者
に
対
す
る
支
援

B

家庭との緊密な連携
①子どもの成長の喜びを共有する場を設けている。
②保育内容等の説明・応答責任による、子どもの保育が密接に関連した保護者支援を
行っている
③子どもの発達や育児などについて、懇談会などの話し合いの場に加えて、保護者と
共通の理解を得るための機会を設けている。
④虐待に対応できる園内の体制の下、不適切な養育や虐待を受けていると疑われる子
どもの早期発見及び虐待の予防に努めている。
⑤子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携している。

保
育
の
理
念

子どもの最善の利益を考慮した「保育理念」が明文化されている。

理念に基づく基本方針が明文化されている。
①　子どもの人権の尊重②　保育方針・保育目標

理念や基本方針が職員、保護者、地域に周知されている。

子
ど
も
の
発
達
援
助

子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場
①健康・安全で心地よい生活の場で子どもの健康管理を実施している。
②乳幼児にふさわしい食生活環境の工夫と食育を展開している。
③健診・検査の結果を保護者に報告するとともに保育に反映している。　　など

生活と発達の連続性
①子ども観・発達観の理解と共有が図られ発達過程に応じた保育を実施している。
②障害のある子どもが安心して生活できる保育環境が整備され、保育の内容や方法に
配慮されている。
③長時間にわたる保育のための環境整備、保育の内容や方法が配慮されている。

養護と教育の一体的展開
①こども園の保育方針や目標に基づき、発達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や家
庭及び地域の実態に即した教育保育課程を編成している。
②指導計画を適切に作成し、定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。
③子どもに関する記録を適切に行い、その管理体制を確立している。
④一人ひとりの子どもの状況等に関する情報を職員間で共有化している。
⑤各年齢の保育において、養護と教育の一体的展開がされるような適切な環境が整備
され、保育の内容や方法に配慮している。
⑥小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、保育の内容や方法、保護者との
かかわりに配慮している。

環境を通して行う保育
①生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのできるような人的・物的環
境が整備されている。
②子どもが基本的な生活習慣を身につけ、積極的に身体的な活動ができるような環境
が整備されている。
③子どもが主体的に活動し、様々な人間関係や友だちとの協同的な体験ができるよう
な人的・物的環境が整備されている。
④子どもが主体的に身近な自然や社会とかかわれるような人的・物的環境が整備され
ている。
⑤子どもが言葉豊かな言語環境に触れたり、様々な表現活動が自由に体験できるよう
な人的・物的環境が整備されている。

　　　　　　　自己評価の観点・内容

令和３年度美ら夢こども園自己評価表　

ねらい・・・ こども園の役割や社会的責任を遂行するために、法令などを遵守し、こども園を
取り巻く社会情勢などを踏まえ、その専門性の向上に努め、こども園の望ましい
管理運営を実現するため、今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、
次年度の保育計画に生かすため本表を活用する。

Ａ、Ｂ、Ｃの３段階評価記入（A：たいへんよい　B：よい　C：検討・改善を要する）



No. 　　　　　　　自己評価の観点・内容

令和３年度美ら夢こども園自己評価表　

ねらい・・・ こども園の役割や社会的責任を遂行するために、法令などを遵守し、こども園を
取り巻く社会情勢などを踏まえ、その専門性の向上に努め、こども園の望ましい
管理運営を実現するため、今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、
次年度の保育計画に生かすため本表を活用する。

Ａ、Ｂ、Ｃの３段階評価記入（A：たいへんよい　B：よい　C：検討・改善を要する）

10

保
護
者
に
対
す
る
支
援

B

11 A

12 A

13 A

総合所見

認定こども園へ移行し、２年目の年にあたり、認定こども園としての運営体制の整備を進めてきたが、
今年度も新型コロナウイルス感染症対策に翻弄された一年であった。可能な限りこどもたちの保育・教
育の機会確保に努めたが、子ども達の成長にとって重要な期間が失われ、保護者の皆様との情報共
有も十分にはできなかった。この間の経験を生かして、今後とも、健康・安全を第一にし、こども園とし
ての運営充実に努めていきたい。

地域における子育て支援
①子どもと地域とのかかわりを大切にしている。
②地域の福祉ニーズを把握している。
③把握した福祉・子育てニーズに基づいた事業・活動の計画があり、実施されている。
④有する機能を地域に還元している。
⑤ こども園の役割や機能を達成するために必要となる、関係機関・団体の機能や連絡
方法を体系的に明示し、その情報が職員間で共有されている。
⑥ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。
⑦関係機関等との連携が適切に行われている。
⑧ 利用希望者が保育所を選択するために必要な情報を積極的に提供している。
⑨保育・保育サービスの開始にあたり保護者等に説明し同意を得ている。

保
育
を
支
え
る
組
織
的
基
盤

健康および安全の実施体制
①緊急時（事故、感染症の発生時など）における利用者の安全確保のための体制
が整備されている。
②災害時に対する利用者の安全確保のための取組を行っている。
③子どもの安全確保のためにリスクを把握し対策を実行している。
④アレルギ－疾患、慢性疾患等をもつ子どもに対し、主治医からの指示を得て、適切な
対応を行っている。
⑤調理場、水周りなどの衛生管理が適切に実施され、食中毒等の発生時に対応できる
ような体制が整備されている。

職員の資質向上
①保育・保育サービスの質について定期的に評価を行う体制を整備している。
②保育士等が主体的に自己評価に取り組み、保育の改善が図られている。
③職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。
④個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定され計画に基づいて具体的
な取組が行われている。
⑤定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行っている。
⑥実習生の受入れと育成について基本的な姿勢を明確にした体制を整備し、積極的な
取組をしている。

運営の管理・社会的責任
① 質の高い保育を行うためのビジョン（目標や展望）を明確にしている。
② 事業計画は、施設改修、人材育成、子育て支援等、各年度における事業内容が具
体的に示されている。
③事業計画の策定、評価・見直しは組織的に行われている。
④事業計画が職員、保護者に周知されている。
⑤保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。
⑥子ども・保護者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備している。
⑦苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能している。
⑧遵守しなければならない基本的な関連法令について、正しく認識されている。



NO

1

2

3

4

5
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A

B

C

D

E

F

8

A

B

C

D

A

B

11

A

B

C

D

E

F

A

B

C

内　　　　　　　　　容

ねらい・・・「一人ひとりの保育士等職員が、自らの保育を振り返り、取り組んでいることの意味や良さ、効果等を認識すること
が
　　　　　　　基盤となり、さらにより良い保育に向けて課題を明確にしていく。」

令和３年度美らこども園・保育士自己評価集計表　（年少児）

関係機関との連携のとり方を知っている。（民生委員、健康推進
課、子育て支援室など）

子育て支援事業など、地域の親子を気持ちよく受け入れ、子育
ての相談に応じる等、子育て支援ができる。

実習生、ボランティア等の受け入れに際し、適切な助言や情報
提供ができる。

地域と
の連携
のあり
方がわ
かる。

7

9

10

12

13

他の子どもに話しかけたり、誘ったりできる雰囲気づくりをしてい
る。

待ってもらっていることに気づいたり、待ってあげたりできる子ど
もを育むよう配慮している。

子どもが手本にしたり、真似したりできる行動を意識してとってい
る。

「かかわ
り」を意
識して保
育してい
る。

子どもが甘えられる雰囲気を持っている。（雰囲気を作る努力）

環境が整備され、保育の内容や方法に配慮している。（保健・衛生）

体調不良、食物アレルギー、障害のある子どもなど、一人ひとりの子どもの心
身の状態等に応じ、嘱託医、かかりつけ医の支持や協力の下に適切に対応し
ている。

保護者
との連
携が十
分に取
れてい
る。

一人ひとりの保護者と、子どもの成長の喜びを共有している。

気軽に話しやすい雰囲気作りが出来ている。

保育内容および質問に対して、わかりやすく説明できる。

子育てに関する相談、援助に対応できる。

支援を要する保護者に対して、適切に対応できる。

子どもの利益に反しない限りにおいて、保護者や子どものプライ
バシーの保護、知りえた事柄の秘密保持に留意している。

保育士の誘いに応えることができるよう配慮している。
 （あやす・言葉がけをする・たしなめる）

優しい笑顔で語りかけ、心のこもった世話をしている。

生活リズムが身につくように、くり返し話したり行動したりしている。

指導計画に沿った、見通しを持った保育をしている。

子どもの興味としつけのバランスを考えながら保育している。

自らの保育実践の振り返りや職員相互の話し合い等を通じて、専門性の向上
及び保育の質の向上のための課題を明確にするとともに、こども園内外の研
修を通じて、必要な知識や技術の修得、維持及び向上に努めている。

こども園全体の保育の質の向上を図るため、保育実践や保育内容に関して他
の職員と共通理解を図り、協働性を高めている。

子ども
一人ひ
とりの理
解を深
め、受け
いれる
努力をし
ている。

子どもの思いを大切にしながら対応している。

食事・排泄のしつけを個にあわせて工夫している。

心を落ち着かせるために、生活環境を整える（整理整頓）の努力
をしている。

「早くしなさい」とせかす言葉や「だめ」「いけません」など、制止や
禁止のことばを用いないようにしている。

個の発達段階によって、可能な目標を定め、個にあわせて支援
をしている。（個々にあった手助け）

子どものサインを見逃さず対応している。

一人ひとりの声や活動をキャッチし、全体にも気を配っている。

%28.6 % 64.3 % 7.1

57.1 % 42.9 % 0.0 %

%

35.7 % 50.0 % 14.3 %

50.0 % 28.6 % 21.4

%

21.4 % 64.3 % 14.3 %

35.7 % 42.9 % 21.4

%

50.0 % 42.9 % 7.1 %

28.6 % 71.4 % 0.0

%

7.1 % 57.1 % 35.7 %

57.1 % 35.7 % 7.1

%

14.3 % 78.6 % 7.1 %

42.9 % 35.7 % 21.4

%

21.4 % 71.4 % 7.1 %

23.1 % 53.8 % 23.1

%

21.4 % 71.4 % 7.1 %

21.4 % 78.6 % 0.0

%

28.6 % 57.1 % 14.3 %

28.6 % 57.1 % 14.3

%

28.6 % 50.0 % 21.4 %

57.1 % 28.6 % 14.3

%

23.1 % 69.2 % 7.7 %

46.2 % 46.2 % 7.7

%

15.4 % 61.5 % 23.1 %

23.1 % 61.5 % 15.4

%

64.3 % 35.7 % 0.0 %

15.4 % 38.5 % 46.2

%14.3 % 64.3 % 21.4

%

7.1 % 42.9 % 50.0 %

7.1 % 21.4 % 71.4

◎ とても良い 〇 良い △ 配慮しましょう



NO

1

2

3

4

5

6

A

B

C

D

E

F

8

A

B

C

D

A

B

11

A

B

C

D

E

F

A

B

C

55.6 % 44.4 % 0.0

%

実習生、ボランティア等の受け入れに際し、適切な助言や情報
提供ができる。

11.1 % 66.7 %

%子どもの利益に反しない限りにおいて、保護者や子どものプライ
バシーの保護、知りえた事柄の秘密保持に留意している。

13

地域と
の連携
のあり
方がわ
かる。

関係機関との連携のとり方を知っている。（民生委員、健康推進
課、子育て支援室など）

0.0 % 55.6 % 44.4 %

22.2 %

子育て支援事業など、地域の親子を気持ちよく受け入れ、子育
ての相談に応じる等、子育て支援ができる。

0.0 % 77.8 % 22.2

%

支援を要する保護者に対して、適切に対応できる。
0.0 % 77.8 % 22.2 %

子育てに関する相談、援助に対応できる。
11.1 % 66.7 % 22.2

保育内容および質問に対して、わかりやすく説明できる。
0.0 % 77.8 % 22.2 %

気軽に話しやすい雰囲気作りが出来ている。
22.2 % 66.7 % 11.1

環境が整備され、保育の内容や方法に配慮している。
22.2 % 77.8 % 0.0 %

%

12

保護者
との連
携が十
分に取
れてい
る。

一人ひとりの保護者と、子どもの成長の喜びを共有している。
11.1 % 66.7 % 22.2 %

体調不良、食物アレルギー、障害のある子どもなど、一人ひとりの子どもの心
身の状態等に応じ、嘱託医、かかりつけ医の支持や協力の下に適切に対応し
ている。

22.2 % 66.7 % 11.1

%

10

保育士自身が楽しんで保育をしている。（楽しそうな表情ができる）
55.6 % 44.4 %

% 11.1 %

子どもが保育士の手伝いをしたり、友だちを助けたり、協力し合
う場を設定している。

44.4 % 55.6 % 0.0 %

9

遊びや
生活を
通して、
人間関
係が育
つように
配慮して
いる。

年齢に応じた、社会的ルールを身につけるよう配慮している。
33.3 % 55.6

0.0 %

% 0.0 %

喧嘩の場面では状況を適切に捉え、双方の思いを大切に対応し
ている。

44.4 % 55.6 % 0.0 %

子ども同士の関係をより良くする様な、言葉かけをしている。
11.1 % 88.9

%

全体に気を配りつつ、特に遊びに入れない子どもへの働きかけをしている。
22.2 % 77.8 % 0.0 %

子どものサインを見逃さず対応している。
11.1 % 88.9 % 0.0

温かい言葉遣いで、穏やかに話している。
11.1 % 88.9 % 0.0

%

「できない」「やって」など言ってくる子どもに対して、子どもの状
況に応じて対応している。

55.6 % 44.4 % 0.0 %

「早くしなさい」とせかす言葉や「だめ」「いけません」など、制止や
禁止のことばを用いないようにしている。

0.0 % 66.7 % 33.3

%

7

子ども
一人ひ
とりの理
解を深
め、受け
いれる
努力をし
ている。

子どもの思いを大切にしながら対応している。
33.3 % 66.7 % 0.0 %

こども園全体の保育の質の向上を図るため、保育実践や保育内容に関して他
の職員と共通理解を図り、協働性を高めている。

11.1 % 66.7 % 22.2

%

自分の思いを表現する力が十分でない子どもの、気持ちを汲み
取っている。

11.1 % 88.9 % 0.0 %

%

自らの保育実践の振り返りや職員相互の話し合い等を通じて、専門性の向上
及び保育の質の向上のための課題を明確にするとともに、こども園内外の研
修を通じて、必要な知識や技術の修得、維持及び向上に努めている。

22.2 % 66.7 % 11.1 %

子どもの発達や興味に沿った保育内容であり、子どもが意欲的に遊べるよう配
慮している。

22.2 % 66.7 % 11.1

%

指導計画に沿った、見通しを持った保育をしている。
11.1 % 77.8 % 11.1 %

指導計画の作成にあたっては、子どもの発達過程を踏まえ、生活の連続性、
季節の変化等を考慮し、子どもの実態に即した具体的ねらい及び内容を設定
している。

11.1 % 88.9 % 0.0

令和３年度美ら夢こども園・保育士自己評価集計表　（年長児）

ねらい・・・「一人ひとりの保育士等職員が、自らの保育を振り返り、取り組んでいることの意味や良さ、効果等を認識することが
　　　　　　　基盤となり、さらにより良い保育に向けて課題を明確にしていく。」

内　　　　　　　　　容

子どもの意欲を高めるような遊びの準備や配慮が出来ている。
18.2 % 81.8 % 0.0 %

◎ とても良い 〇 良い △ 配慮しましょう


